
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 電子回路 単位数 2 単位 年次 ３年次 

使用教科書 電子回路 （実況出版 工業３５６） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 現在、情報通信端末やコンピュータ、家電製品などが急速に発達している。しかし、それらは全

て電子回路が搭載されている。電子回路を学ぶ上で基礎基本的な知識と技術を習得し、社会で活用

できる技術と能力を身につける。 

  

 

 

２ 学習の到達目標 

・これまでに習得した電気基礎の知識を活用し、電子回路に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・習得した知識と技術を次のように活かすように目標とする。 

① ３年次の電子情報通信実習、課題研究に活かす。 

② 次の各種資格取得に必要な基礎的基本的知識を確立する。 

・電気工事士（第 2種、第 1種） 

・工事担任者（総合種、ＤＤ種、ＡＩ種） 

・無線従事者（第二級陸上特殊無線） 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・各種半導体、電子回路

において興味関心をも

ち、学習する態度。 

・授業の中で疑問等に対

して質問し、また補習な

ど積極的に参加して自ら

課題を解決する態度。 

・出席状況が良好である。 

・各種半導体、電子回

路の原理や特性にお

いて表現できる。 

・各種半導体、電子

回路の原理や特性を

理解し、これらを活

用して、各種特性計

測を行い、問題解決

能力を身につける。 

・小テストの得点が良好

である。 

・プリント、ノートなど

の提出物が良好である。 

・各種半導体、電子回路

の原理や特性を理解し

知識が身に付いた上で

定期考査が良好である。 

評
価
方
法 

・授業中の態度、発言 ・授業中の態度、発言 ・定期考査 ・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 

前
期
中
間 

第
一
章 

電
子
回
路
素
子 

 

電
子
回
路
素
子 

［１］ 半導体 

［２］ ダイオード 

［３］ トランジスタ 

［４］ ＦＥＴとその他の半導体 

［５］ 集積回路 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:積極的に学習しようとし

ているか。 

b:意見を発表しているか。 

c:計算などの知識の活用が

できているか 

d:原理・法則を理解できてい

るか。 

・ 授業中の

発言、態度 

・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

前
期
末 

第
二
章 

増
幅
回
路
の
基
礎 

[１]増幅とは 

[２]トランジスタ増幅回路の基礎 

[３]トランジスタのバイアス回路 

[４]トランジスタによる小信号増幅

回路 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:積極的に学習しようとし

ているか。 

b:意見を発表しているか。 

c:計算などの知識の活用が

できているか 

d:原理・法則を理解できてい

るか。 

・ 授業中の

発言、態度 

・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

後
期
中
間 

第
三
章 

増
幅
回
路
の
基
礎 

[５]トランジスタによる小信号増

幅回路の設計 

[６]ＦＥＴによる小信号増幅回

路 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:積極的に学習しようとし

ているか。 

b:意見を発表しているか。 

c:計算などの知識の活用が

できているか 

d:原理・法則を理解できてい

るか。 

・ 授業中の

発言、態度 

・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

後
期
末 

第
四
章 

い
ろ
い
ろ
な
増
幅
回
路 

[１]負帰増幅回路 

[２]差動増幅回路と演算増幅

回路 

[３]電力増幅回路 

[４]高周波増幅回路 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:積極的に学習しようとし

ているか。 

b:意見を発表しているか。 

c:計算などの知識の活用が

できているか 

d:原理・法則を理解できてい

るか。 

・ 授業中の

発言、態度 

・小テスト 

・提出物 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


